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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インタラクティブ番組ガイドおよびテレビジョン番組をディスプレイ上に表示する方法
であって、
　前記方法は、
　テレビジョン番組を表示することと、
　番組ガイドデータを受信することと、
　前記番組ガイドデータから、インタラクティブ番組ガイド表示を生成することであって
、前記インタラクティブ番組ガイド表示は、グラフィック要素と、複数の選択可能な番組
ガイドアイテムとを含み、前記複数の選択可能な番組ガイドアイテムは、番組ガイドメニ
ューアイテムを含み、前記グラフィック要素は、前記複数の選択可能な番組ガイドアイテ
ムを選択するためのものである、ことと、
　前記テレビジョン番組が、前記インタラクティブ番組ガイド表示の部分と、前記インタ
ラクティブ番組ガイド表示の前記複数の選択可能な番組ガイドアイテムとを通して見える
ように、前記テレビジョン番組の上に前記インタラクティブ番組ガイド表示を知覚される
部分的な透明度で表示することと、
　前記知覚される部分的な透明度を維持しつつ、前記インタラクティブ番組ガイド表示の
前記複数の選択可能な番組ガイドアイテムのうちの１つを選択するように、リモートコン
トロールが、前記インタラクティブ番組ガイド表示内の前記複数の選択可能な番組ガイド
アイテムのうちの少なくとも１つと相互作用することと
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　を包含する、方法。
【請求項２】
　前記インタラクティブ番組ガイド表示は、前記テレビジョン番組が前記インタラクティ
ブ番組ガイド表示の前記部分を通してどれぐらい見えるかを決定する重み因子によって変
更され得る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記重み因子を増加させることにより、前記テレビジョン番組が前記インタラクティブ
番組ガイド表示の前記部分を通して見えにくいようにする、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記重み因子を減少させることにより、前記テレビジョン番組が前記インタラクティブ
番組ガイド表示の前記部分を通して見えやすいようにする、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記重み因子は、ユーザ制御される、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記重み因子を表示することをさらに包含する、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記インタラクティブ番組ガイド表示は、スクロールする番組ガイドである、請求項１
に記載の方法。
【請求項８】
　前記インタラクティブ番組ガイド表示は、グリッドである、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記グリッドの１つの次元は、複数のテレビジョンチャンネルに対応する、請求項８に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記グリッドの１つの次元は、複数の放送時間に対応する、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記インタラクティブ番組ガイド表示の前記部分は、前記インタラクティブ番組ガイド
表示の全体を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　リモートコントロールによってインタラクティブに制御されるシステムであって、前記
システムは、インタラクティブ番組ガイドおよびテレビジョン番組をディスプレイ上に表
示し、
　前記システムは、
　テレビジョン番組を表示するディスプレイスクリーンと、
　番組ガイドデータを受信するチューナと、
　前記番組ガイドデータから、インタラクティブ番組ガイド表示を生成するコンピュータ
回路であって、前記インタラクティブ番組ガイド表示は、グラフィック要素と、複数の選
択可能な番組ガイドアイテムとを含み、前記複数の選択可能な番組ガイドアイテムは、番
組ガイドメニューアイテムを含み、前記グラフィック要素は、前記複数の選択可能な番組
ガイドアイテムを選択するためのものである、コンピュータ回路と、
　前記テレビジョン番組が、前記インタラクティブ番組ガイド表示の部分と、前記インタ
ラクティブ番組ガイド表示の前記複数の選択可能な番組ガイドアイテムとを通して見える
ように、前記テレビジョン番組の上に前記インタラクティブ番組ガイド表示を知覚される
部分的な透明度で表示するスーパーインポージング回路と、
　前記インタラクティブ番組ガイド表示の前記複数の選択可能な番組ガイドアイテムのう
ちの１つを選択するように、前記インタラクティブ番組ガイド表示内の前記複数の選択可
能な番組ガイドアイテムのうちの少なくとも１つと相互作用するリモートコントロールで
あって、前記知覚される部分的な透明度は、前記相互作用の間、維持される、リモートコ
ントロールと
　を備えている、システム。
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【請求項１３】
　前記インタラクティブ番組ガイド表示は、前記テレビジョン番組が前記インタラクティ
ブ番組ガイド表示の前記一部分を通してどれぐらい見えるかを決定する重み因子によって
変更され得る、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記重み因子を増加させることにより、前記テレビジョン番組が前記インタラクティブ
番組ガイド表示の前記部分を通して見えにくいようにする、請求項１３に記載のシステム
。
【請求項１５】
　前記重み因子を減少させることにより、前記テレビジョン番組が前記インタラクティブ
番組ガイド表示の前記部分を通して見えやすいようにする、請求項１３に記載のシステム
。
【請求項１６】
　前記重み因子は、前記リモートコントロールによって、ユーザ制御される、請求項１３
に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記重み因子が表示される、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記インタラクティブ番組ガイド表示は、スクロールする番組ガイドである、請求項１
２に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記インタラクティブ番組ガイド表示は、グリッドである、請求項１２に記載のシステ
ム。
【請求項２０】
　前記グリッドの１つの次元は、複数のテレビジョンチャンネルに対応する、請求項１９
に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記グリッドの１つの次元は、複数の放送時間に対応する、請求項１９に記載のシステ
ム。
【請求項２２】
　前記インタラクティブ番組ガイド表示の前記部分は、前記インタラクティブ番組ガイド
表示の全体を含む、請求項１２に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　発明の背景
　本発明は、広くはインタラクティブ・ビデオ通信に関しており、より詳しくは視聴者に
よって制御されるチャンネルプログラミングガイド表示に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プログラミングガイド情報は、現在、プログラミングガイド情報専用の単一のチャンネ
ル上で非インタラクティブスクロールにより家庭用テレビの視聴者に表示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　家庭の視聴者がプログラミングガイドチャンネルを選択すると、以前に選択されたチャ
ンネルの視聴が中断される。視聴者がいつ変更するかについて一番いい判断を下すまでの
間に、以前に選択したチャンネルのプログラムの重要な部分を見逃してしまう可能性があ
る。生中継番組の場合には、特にこの可能性が高くなる。また、このことは、コントロー
ラをもっていない視聴者には特にいらだたしいことでもある。
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【０００４】
　プログラムガイド情報は、WO-A-90 15507に記載されているように、テレビジョンスク
リーン上にプログラムガイドテキストのスタティックな表示をおこなうマイクロプロセッ
サを用いて表示させることもできる。WO-A-9015507に記載されているタイプのシステムも
また、プログラムガイドテキストを表示している間は、以前に選択したチャンネルの視聴
を中断させる。
【０００５】
　よって本発明の目的は、家庭の視聴者がインタラクティブにチャンネルプログラミング
ガイドを制御することを可能にするプロセスおよび家庭内スクローリングハードウェアを
提供することにある。本発明の別の目的は、家庭の視聴者がアクセス可能である任意のチ
ャンネルのプログラミングと並行して、スクロールを同時にスーパーインポーズし表示す
ることを可能にするプロセスおよび家庭内スクローリングハードウェアを提供することに
ある。本発明のさらに別の目的は、家庭の視聴者が、プログラミングガイドまたはスーパ
ーインポーズされた信号の相対的な重みを、そのスーパーインポーズの下地となっている
ベーシックプログラミング信号に対して制御することを可能にするプロセスおよび家庭内
スクローリングハードウェアを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　発明の要約
　本発明によれば、ＴＶ視聴者リモートコントロール送信機によってインタラクティブに
制御されるシステムは、アクセス可能である任意のチャンネル上に表示されるノーマルプ
ログラミング上にスーパーインポーズされたスクロールプログラムガイドを視聴者のディ
スプレイスクリーン上に表示する。チューナは、複数のケーブルチャンネルにおけるＴＶ
無線周波数信号あるいは光送信信号を受信し、複数のチャンネルの中から選択された任意
のチャンネルの視聴者利用可能信号を信号コンバイナにわたす。コンピュータは、ＴＶ視
聴者リモートコントロール送信機から複数の制御信号のいずれかを受信する。また、コン
ピュータは、ＴＶ視聴者リモートコントロール送信機からの複数の制御信号の１つに応答
して、選択された任意のチャンネルの視聴者利用可能信号をわたすようにチューナを制御
する。また、コンピュータは、ローカルプログラムガイドデータを含むスクロール入力ピ
クチャイメージ信号を受信して記憶し、スクロール入力ピクチャイメージ信号の少なくと
も一部からなるスクロール出力ピクチャイメージ信号を発生する。信号コンバイナは、チ
ューナから選択された任意のチャンネルの視聴者利用可能信号を、コンピュータからの出
力ピクチャイメージ信号に結合することによって、チャンネルプログラミング表示上にス
ーパーインポーズされたプログラムガイド表示とともに視聴者のディスプレイスクリーン
上に入力される表示信号を供給する。また、コンピュータは、リモートからの制御信号に
応答して、スーパーインポーズされた信号の重みをベーシックプログラミング信号つまり
ノーマルプログラミング信号に対して変更する。
【０００７】
　以下に本発明を好ましい実施形態およびプロセスに関連して説明するが、これは、本発
明をそのような実施形態やプロセスに限定することを意図してなすわけではないことを理
解されたい。逆に、本発明は、ありとあらゆる置き換え、変更、ならびに等価な構成を、
添付のクレームにより規定される本発明の着想および範囲内に含まれるものとしてカバー
するように意図されているものである。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　本発明のその他の目的および効果は、以下の詳細な説明を読み、図面を参照することに
よって明らかになるであろう。図面において、
【図１】図1は、インタラクティブスクローリングプログラムガイド用ハードウェアの好
ましい実施形態を図示するブロック図であり、
【図２】図2は、インタラクティブスクローリングプログラムガイドのビデオミックス能
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力に関する基本的プロセスおよび選択肢を図示するフローチャートであり、
【図３】図3は、インタラクティブスクローリングプログラムガイドのメニュー表示を示
す図であり、
【図４】図4は、ビデオミックスモードにおけるインタラクティブスクローリングプログ
ラムガイド表示を示す図であり、
【図５】図5は、ベース信号に対して完全な、つまり100パーセントのプログラミングガイ
ド状態にあるときのインタラクティブスクローリングプログラムガイド表示を示す図であ
り、
【図６】図6は、ベース信号に対して90パーセントのプログラミングガイド状態にあると
きのインタラクティブスクローリングプログラムガイド表示を示す図であり、
【図７】図7は、ベース信号に対して80パーセントのプログラミングガイド状態にあると
きのインタラクティブスクローリングプログラムガイド表示を示す図であり、
【図８】図8は、ベース信号に対して70パーセントのプログラミングガイド状態にあると
きのインタラクティブスクローリングプログラムガイド表示を示す図であり、
【図９】図9は、ベース信号に対して60パーセントのプログラミングガイド状態にあると
きのインタラクティブスクローリングプログラムガイド表示を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　発明の詳細な説明
　まず図1は、インタラクティブスクロールプログラムガイドの構成要素を示している。
コマンド情報受信機、好ましくは赤外または無線周波数受信機13を有するコンピュータ11
は、制御信号15をチューナ17に供給し、ピクチャイメージ信号19をディジタルビデオボー
ド21に供給する。チューナ17は、無線周波数または光を用いた送信を、視聴者が使用でき
る信号に変換または復調することによって、ケーブルソース（不図示）からチューナ17に
入力された複数の信号25の中から選択された信号23を出力する。このケーブルソースは、
典型的には、同軸ケーブル、空間を伝わる無線周波数または光ファイバを介して送信され
る周波数分割多重化されたビデオ、オーディオおよびデータ信号である。ディジタルビデ
オボード21は、ディジタルデータをビデオ信号に変換する。ジェンロック信号コンバイナ
またはオーバレイヤ29において、チューナ出力またはベースプログラミング信号23は、デ
ィジタルビデオボード21からのスクロール情報ピクチャイメージ信号27をその上にスーパ
ーインポーズする。結合されたスクロールおよびＴＶピクチャ信号31は、それから、視聴
者のテレビジョンのディスプレイスクリーン33のようなビデオ信号ディスプレイデバイス
上に表示される。コンバイナ29は、視聴者が、ベースプログラミング信号23に対してスク
ロール情報ピクチャ信号27の重みを選択できるようにする。視聴者は、好ましくは赤外ま
たは無線周波数送信機35であるリモートコントロール送信機を用いてコマンドを受信機13
に送ることによって、コンピュータ11の動作を制御する。コンピュータ11は、マイクロプ
ロセッサ・ベースであり、ランダムアクセスメモリ（RAM）および／またはリードオンリ
ーメモリ（ROM）を利用してもよい。マイクロプロセッサを動作させるのに必要なソフト
ウェアは、デバイスに組み込まれていてもよく、ケーブルシステムを介してデバイスにダ
ウンロードされてもよい。
【００１０】
　上述のインタラクティブスクロールプログラムガイドの構成要素は、コンピュータ11の
制御に応答して動作する。図2に示すように、任意のベーシックプログラム信号23を入力
部25からジェンロックコンバイナ29に供給しているチューナ17に応答して、家庭の視聴者
がディスプレイ33上に表示されているプログラミングを見ている間に、視聴者は、ディジ
タルビデオボード21を介してコンピュータ11からコンバイナ29に入力可能であるプログラ
ミングガイドスクロールを同時に見るという選択をすることもできる。視聴者は、ただリ
モート35上の所定のキーを押すだけで、図3に図示されているプログラムガイド表示を選
択することができる。図3に示すように、プログラムガイド・ノーメンクレイチャ（nomen
clature）（PrgmGuide）が、スクリーン上の、プログラムガイドルーチンにおける可能な
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コントローラ35上で上向きの矢印および下向きの矢印を用いることによって、図2にルー
チンのステップ51として示されているように、プログラムガイドメニューを「ビデオミッ
クス」状態になるように操作することができる。「ビデオミックス」状態における視聴者
のディスプレイ33の外観は、図4に示すようになる。「ユーザがビデオミックスを選択」
（51）すると、コンピュータ11は、ルーチンに対して、キーが押され、プログラムガイド
信号27の重みをベーシックプログラミング信号23に対して変更することがリクエストされ
たかどうかを問い合わせる（53）。もしこの問い合わせに対する答えが「ノー」であれば
、ルーチンはパス55を通って進み、「キーが押されたか」の問い合わせ53を継続する。も
しこの「キーが押されたか」の問い合わせ53に対する答えが「イエス」であれば、ルーチ
ンは、「ユーザエグジット」の問い合わせ57へと続く。もし視聴者がビデオミックスルー
チンを終了することを選択したのなら、「ユーザエグジット」の問い合わせ57に対して「
イエス」の答えが得られ、「以前のメニューに戻る」59ことになる。しかし、もし「ユー
ザエグジット」の問い合わせ57に対する答えが「ノー」であれば、ルーチンは「新たにミ
ックスを選択するか」の問い合わせ61に続く。もし「新たにミックスを選択するか」の問
い合わせ61に対する答えが「ノー」であれば、ルーチンはルート55を通って、元の「キー
が押されたか」の問い合わせ53へと戻る。もし「新たにミックスを選択するか」の問い合
わせ61に対する答えが「イエス」であれば、ルーチンは「ハードウェアのパラメータを計
算する」ステップ63に進み、続いて「ハードウェアを新しいレベルに設定する」ステップ
65へと進む。この時点において、ジェンロックコンバイナ29は自動的にこれらの機能を実
行し、ジェンロックコンバイナ29によってベーシックプログラミング信号23上にスーパー
インポーズされたプログラムガイド信号27の重みを確定する。ハードウェアがその新しい
レベルに設定される（65）と、ルーチンはパス55を通って「キーが押されたか」の問い合
わせ53へと進み、視聴者が信号ミックスに違ったパーセンテージを再び選択したかどうか
を判定する。
【００１１】
　図5～図9は、それぞれ、完全な、つまり100パーセントのビデオミックス、90パーセン
トのビデオミックス、80パーセントのビデオミックス、70パーセントのビデオミックス、
および60パーセントのビデオミックスを図示している。パーセンテージは、ベーシックプ
ログラミング信号23上にスーパーインポーズされたプログラミングガイド信号27の重みを
表示している。
【００１２】
　もしビデオミックスルーチンをいったん終了した後、再びこれを選択すれば、プログラ
ミングガイド信号27の重みは、自動的に、視聴者によって一番最近に選択された重みとな
る。
【００１３】
　したがって、家庭の視聴者がプログラムガイドスクロールを表示すべきかどうかをイン
タラクティブに判断でき、かつ、表示する場合には、ベーシックプログラムデータに対す
るその重みをインタラクティブに決めることができるスクロールプログラムガイドが、個
々の視聴者に提供されることになる。
【００１４】
　このように、本発明によれば、上述の目的、目標および効果を十分に満足するビデオミ
ックスプログラムガイドが提供されうることは明らかである。以上、本発明を具体的な実
施形態に関連して説明したが、多くの置き換え、変更およびバリエーションが、上述の記
載に鑑みて当業者に明らかなことは明白である。したがって、本発明は、そのような置き
換え、変更およびバリエーションのすべてが、添付されたクレームの着想の範囲内に含ま
れているように意図されているものである。



(7) JP 4885246 B2 2012.2.29

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(8) JP 4885246 B2 2012.2.29

【図７】

【図８】

【図９】



(9) JP 4885246 B2 2012.2.29

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  コニー　ティー．　マーシャル
            アメリカ合衆国　オクラホマ　７４４０３，　ムスコージー，　サウス　ウッドランド　ロード　
            ２９９１
(72)発明者  トーマス　アール．　レモンズ
            アメリカ合衆国　オクラホマ　７４４２９，　カウェタ，　ボックス　３３２－４７，　ルート　
            ２
(72)発明者  ドナルド　ダブリュー．　アリソン
            アメリカ合衆国　オクラホマ　７４１３４－４０３３，　テュルサ，　エス．　１３２　イー．　
            アベニュー　３４１１

    合議体
    審判長  奥村　元宏
    審判官  藤内　光武
    審判官  小池　正彦

(56)参考文献  特開平４－３５５５８３（ＪＰ，Ａ）
              実開平５－６００５０（ＪＰ，Ｕ）
              特開平６－１１３２０３（ＪＰ，Ａ）


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

